
光顕的POX陰性、非特異的エステラーゼ陰性	 

MPO陰性	 

CD19, CD79a*, 
CD20, CD22*のうち
二つ以上陽性	 

・通常、CD33, CD13, CD117等のMyeloid系抗原も陽性 
・ AMLでも、CD56, CD19, CD79a, TdT等が陽性になる場合がある	 

B-lineage 

T-lineage 

CD1a, TCRの発現があればさらに確定的 
T-ALLであっても、CD79aが陽性になる場合がある 
小児の場合、sCD3+細胞が、CD4+細胞とCD8+細胞にきれいに分離している場合は正常の成熟T細胞を考える 
CD10, CD34, TdT等の発現や、CD4+CD8同時陽性は腫瘍細胞であることを示唆する	 

T-precursor ALL 

IgのうちIg-µのみ陽性	 

Pre-B ALL 

B-precursor ALL 

・通常Ig-µも陽性で、CD20は強陽性 
・CD10も通常陽性だが、CD34, TdTは必ず陰性	 

Mature B ALL 

AML(MPO+) 

B-lineage, T-lineage
いずれの条件も満た
さない	 

分類不能ALL 

分類不能白血病	 

非血液腫瘍	 

AML(MPO-) 

CD56陽性であれば
NK-ALLを考慮** 

MPO陽性	 

CD45陰性	 

CD45陽性	 

Myeloid系抗原陰性	 

リンパ球抗原陽性	 

リンパ球抗原陰性	 

Ig-kとIg-λ陰性	 

Ig-kまたはIg-λ陽性	 

CD3*陽性かつCD2, 
CD5, CD7, CD8のうち
一つ以上陽性	 

Myeloid系抗原陽性	 

マーカー検査	 

注：*細胞質内、細胞表面を問わない 
　　**小児のNK-ALLについては、今後診断基準の標準化が必要である	 

CD10やCD24も通常陽性→陰性の場合、MLLを含む異常がある場合がある 
TdTは大部分陽性でCD34も時に陽性 
CD20も陽性になるが、発現は強くない場合が多い 
Pre-B ALLのµ鎖は細胞表面にもでている場合がある 

正常の骨髄にも、ほとんど同じマーカーを示す正常のB前駆細胞が存在する	 

・　　 
・ 
・ 
・ 

・	 

・　 
・ 
・　　 
・	 

免疫学的診断のフロー	


